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新
た
な
調
査
体
制

へ
の
取
り
組
み

所
長

　

尾
　
崎
　
〕県
　
幸

平
成
十
三
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
は
、

当
初
計
画
で
は
１３
箇
所
４
万
１９０
２ｍ
で
あ

つ
た
も
の
が
、
実
績
で

は
‐６
箇
所
５
万
５‐５
２ｍ
と
な
り
、
整
理
調
査
だ
け
の
事
業
数
を
含

め
る
と
２５
事
業
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
調
査

面
積
の
規
模
が
小
さ
な
も
の
が
多
く
な
り
、
調
査
現
場
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
現
場
が
増
え
る
と
ど
う
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー

と
の
迅
速
な
連
携
が
と
り
に
く
く
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
１０
月
に
各
調
査
現
場
に
あ
る
分
室
の

「と
り

ま
と
め
役
」
と
し
て
の
分
室
責
任
者
を
配
置
し
、
調
査
現
場
と

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
、
全
都
的
な

調
査
事
業
を
取
り
組
む
中
で
、
さ
ら
に
拠
点
方
式
の
検
討
も
必

要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
、
民
間
企
業
の
開
発
に
伴
う
調
査
事

業
を
受
託
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
調
査
体
制
も
こ
れ
ま
で
と

は
異
な

っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。
埋
文
セ
ン
タ
ー
は
、
調

査
の
内
容
や
工
程
管
理
な
ど
の
調
査
管
理
業
務
を
行
い
、
発
掘

業
務
作
業
等
の
調
査
支
援
業
務
は
施
行
者
が
直
接
作
業
会
社
と

契
約
し
、
作
業
に
あ
た

っ
て
は
、
調
査
研
究
員
を
補
助
す
る
考

古
学
を
専
門
と
す
る
者
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
調
査
面
積
を
こ
れ
ま
で
よ
り

短
期
間
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
直
接
作
業
に
関
わ
る
業
務
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
中
で
は
、
効
率
的

な
事
業
執
行
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
工
夫
を
し
、
弾

力
的
な
調
査
体
制
を

つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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▲ 『外神田四丁目遺跡』の現地説明会風景
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船
田
遺
跡
は
八
王
子
市
長
房
町
に
所
在

し
て
お
り
、
盆
地
に
突
き
出
た
船
田
丘
陵

南
縁
部
の
舟
田
川
と
南
浅
川
に
狭
ま
れ
た

段
丘
面
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
標
高
‐５０

～
‐６０

ｍ
付
近
に
あ
る
こ
の
遺
跡
は
、
全
国

で
も
屈
指
の
集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
四
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
た
約
十
万

ポ
に
も
及
ぶ
三
度
に
わ
た
る
調
査
で
は
、

お
も
に
弥
生
時
代
～
平
安
時
代
に
か
け
て

の
竪
穴
住
居
跡
３００
軒
以
上
、
弥
生
時
代
の

方
形
周
満
墓
、
古
墳
時
代
後
期
の
石
室
墳

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

六

・
七
世
紀
の
住
居
跡
が
２００
軒
ち
か
く
も

検
出
さ
れ
、
濃
密
な
分
布
状
態
を
示
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
東
国
に
お
け
る
古
墳
時

代
集
落
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
強
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
中
郷
遺
跡
で
は
、
弥

生
時
代
後
期
の
住
居
跡
か
ら
小
銅
鐸
が
検

出
さ
れ
て
お
り
、
本
遺
跡
を
含
む
周
辺
地

域
は
、
考
古
学
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
地

域
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
都
営
長
房
団
地
の

建
て
替
え
に
伴
い
実
施
し
た
も
の
で
、
第

一
次
調
査
範
囲
の
西
側
に
広
が
る
約
二
万

人
千
２ｍ
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。
調
査

は
昨
年
の
９
月
か
ら
開
始
し
、
現
在
は
北

側
の
調
査
区

（西
か
ら
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
地
区
）

を
中
心
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
調
査

の
進
捗
は
未
だ
２０
％
に
も
満
た
な
い
段
階

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
に
つ
い

て
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
地
区
で
は
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居

跡
２
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
１
棟
の
他
、
古

代
～
近
世
の
上
坑
や
ピ

ッ
ト
群
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
居
跡
か
ら
は
土
師
器
、

須
恵
器
を
は
じ
め
、
灰
和
陶
器
、
鉄
器
等

が
出
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
２
号

住
居
跡
は

一
辺
５

ｍ
の
規
模
を
有
し
、
床

面
に
小
鍛
冶
作
業
用
と
推
定
さ
れ
る
炉
が

確
認
さ
れ
、
壁
満
に
は
多
量
の
炭
化
材
が

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
工
房
的
性
格
を

有
す
る
住
居
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

Ｂ
地
区
は
造
成
等
に
よ
り
約
半
分
ほ
ど

が
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
南
側
で
奈
良

・

平
安
時
代
の
住
居
跡
が
６
軒
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
４
軒
が
奈
良
時
代
の
住

居
跡
で
、
い
ず
れ
も
カ
マ
ド
の
袖
に
砂
岩

の
切
石
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
船
田

遺
跡
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
確
認
で
き
な

か

っ
た
、
当
該
期
の
居
住
域
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、
中

・
近

世
の
上
坑
等
も
多
く
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
地
区
で
も
古
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘

立
柱
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

格
的
な
調
査
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
こ
の

地
区
で
は
、
人
王
子
市
御
殿
山
窯
跡
群
で

焼
か
れ
た
須
恵
器
甕
や
壷
の
破
片
が
大
量

に
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物

が
遺
構
に
伴
う
も
の
か
ど
う
か
は
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
村
落
祭
祀
等
に
よ
り
廃

棄
も
し
く
は
供
献
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
調
査
が
進
め
ば
、
そ
の
性
格
が
明

ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
の
大
集
落
跡
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
た
船
田
遺
跡
で
す
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
以
降
も
継

続
し
て
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
次
調
査
以
来
、

四
半
世
紀
以
上
の
時
を
経
て
、
本
遺
跡
は

拠
点
的
な

『古
代
村
落
』
と
し
て
の
新
た

な
様
相
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
の
で
す
。

律
令
体
制
下
に
お
い
て
、
古
代
多
磨
郡

内
に
所
在
し
た
船
田
集
落
の
経
営
基
盤
や

性
格
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
い
か
な
る

も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
今
後
の
発
掘
調
査

を
通
じ
て
解
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（松
崎
元
樹
主
任
調
査
研
究
員
）

B地区における遺構の分布
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奈良時代の土器出土状態

平安時代の住居跡と掘立柱建物跡 (A地 区)
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外
神
田
四
丁
目
遺
跡

（そ
の
１
）

平
成
十
三
年
六
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅

北
西
側
に
あ
る
外
神
田
四
丁
目
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
時
期

は
江
戸
時
代
が
中
心
で
、
江
戸
時
代
の
前

半
は
大
名

・
旗
本
の
屋
敷
地
、
後
半
は
武

家
地
と
町
人
地
の
町
割
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。江

戸
初
期

の
当
地
付
近
は
上
野
の
不
忍

池
か
ら
流
れ
出
し
た
谷
田

川
が
南

へ
向
か
い
、
江
戸

湾
に
注
い
で
い
ま
し
た
。

遺
跡
内
に
は
黒
い
ヘ
ド
ロ

状
の
粘
質
土
や
砂
の
層
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
外
神
田
は
湿
地
や

沼
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
を
開
府
し
た

徳
川
氏
は
、
町
並
み
の
整

備
に
伴
い
、
神
田

川
を
掘
り
割
り
、

湿
地
で
あ

っ
た
こ

の
地
を
埋
め
立
て

て
江
戸
の
下
町
を

広
げ
て
い
き
ま
し

た
。
埋
め
立
て
工

事
に
使
用
し
た
土

留
め
の
杭
や

『
し

が
ら
み
』
が
下
層
か
ら
見
つ
か
り
ま
す
。

埋
め
立
て
用
の
上
は
、
湿
地
を
掘
り
あ
げ

た
土
ば
か
り
で
な
く
、
台
地
上
の
赤
土

（関

東
ロ
ー
ム
層
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
回
の

山
を
切
り
崩
し
て
埋
め
立
て
た
よ
う
で
す
。

当
地
を
江
戸
時
代
の
絵
図
や
明
治
の
地

図
を
た
よ
り
に
調
べ
て
い
く
と
、
江
戸
時

代
の
前
期
の
武
家
地
に
は
、
正
木
、
堀
、

川
日
、
遠
藤
、
小
笠
原
、
加
藤
、
神
谷
と

い
っ
た
大
名

・
旗
本
の
名
前
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
江
戸
の
後
半
に
は
調
査
区
西
側
は

町
人
地
と
な
り
、
明
治
に
は
山
本
町
と
し

て
地
図
に
残

っ
て
い
ま
す
。

＊
次
回
は
検
出
さ
れ
た
屋
敷
境
、
石
垣
、

池
跡
の
遺
構
や
、
貝
層
か
ら
出
土
し
た
陶

磁
器
等
の
江
戸
時
代
の
遺
物
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（及
川
良
彦
主
任
調
査
研
究
員
）

たまのよこやま 54

土留めの杭と 『しがらみ』

埋め土の断面観察

彩
色
土
器
に
見
ら
れ
る
赤
と
黒

０

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
脱
２４３
遺
跡
か
ら

赤
と
黒
に
着
色
さ
れ
た
縄
文
中
期
の
土
器

片
が
出
上
し
ま
し
た

（
図
１
）
。
彩
色
面

を
拡
大
す
る
と
、
赤
色
面
は
薄
膜
状
の
や

や
光
沢
を
も

つ
物
質
で
平
滑
に
覆
わ
れ
、

そ
の
下
か
ら
小
粒
子
が
不
規
則
に
浮
き
出

し
た
よ
う
に
見
ら
れ

（
図
２
）
、
黒
色
部

は

『う
ろ
こ
雲
』
状
の
比
較
的
均

一
な
凹

凸
面

（図
３
）
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
面
物
質
を
フ
ー
リ
ェ
変
換

赤
外
分
光
光
度
計
で
測
定
し
た
結
果
、
赤

色
部
で
は
図
４
に
、
黒
色
部
は
図
５
に
示

し
た
波
形
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
古
代
の
遺

物
か
ら
赤
色
彩
色
に
は
ベ
ン
ガ
ラ
や
朱
と

漆

（図
６
１
ベ
ン
ガ
ラ
漆
）
が
、
ま
た
黒

彩
色
に
は
漆

（図
７
）
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
解

っ
て
い
ま
す

が
、
ベ
ン
ガ
ラ
漆
の
基
準
波
形
と
比
較
す

る
と
、
い
く
つ
か
の
波
長
が
異
な
り
、
赤

色
お
よ
び
黒
色
の
顔
料
回
着
剤
に
は
い
わ

ゆ
る
漆
以
外
の
物
質
が
使
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
物
質
に
つ
い
て
、
　

形

現
在
研
究
中
で
す
。

（門
倉
武
夫
）

靭基Ｒ

図 4赤 色部のFTIR波 形

図 1彩 色土器

図 5黒 色部のFTIR波 形

図2赤 色部拡大写真
図6ベ ンガラ漆のFTIR基 準波形

図 3黒 色部拡大写真 図 7漆 膜およびアスファル トのFTI
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第
四
回
は
、
平
成
１３
年
１１
月
１０
日

（土
）

江
戸
東
京
博
物
館
小
林
克
氏
に
よ
る

「あ

か
り
の
今
昔
―
道
具
と
使
い
方
―
」
の
講

演
と
、
「浮
世
絵
に
み
る
町
人
の
く
ら
し
」

の
映
画
を
上
映
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

７６
名
で
し
た
。

第
五
回
は
、
平
成
１４
年
１
月
１６
日

（水
）、

当
セ
ン
タ
ー
保
存
科
学
室
の
門
倉
武
夫
氏

に
よ
る

「文
化
財
科
学
の
あ
ゆ
み
」
の
講

演
と
、
「東
京
の
近
代
洋
風
建
築
―
そ
の

歴
史
と
保
存
―
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
１２４
名
で
し
た
。

第
六
回
は
、
２
月
６
日

（水
）
当
セ
ン

タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
丹
野
雅
人
氏
に
よ

る

「縄
文
の
む
ら
―
陀
７２
遺
跡
か
ら
み

て
―
」
の
講
演
と
、
ヨ

万
年
前
の
２
Ｄ

Ｋ
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
‐８７

名
で
し
た
。

‐２
月
初
旬
に
、
稲
城
市
立
若
葉
台
小
学

校
の
授
業
の

一
環
と
し
て
遺
跡
の
現
地
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
全
校
生
徒
が
学
校
か
ら
見
え
る

遺
跡
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

初
め
て
ふ
れ
る
考
古
学
の
世
界
に
輝
く

目
で
見
入
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

特
に
調
査
中
の
住
居
跡
か
ら
遺
物
が
出

て
く
る
状
態
や
、
掘
り
上
が
っ
た
住
居
跡

の
柱
穴
の
深
さ
に
驚
く
気
配
が
伝
わ

っ
て

き
ま
し
た
。
「家
の
跡
は
ど
う
や

っ
て
見

つ
け
た
の
」
「
お
風
呂
は
ど
こ
に
あ

っ
た

の
」
な
ど
、
数
多
く
の
質
問
も
飛
び
出
し
、

生
徒
た
ち
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
、

充
実
し
た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

‐２
月
１５
日

（土
）
１２
時
か
ら
１５
時
ま

で

行

い
ま
し
た
。
師
走
で
賑
わ
う
秋
葉
原
電

気
街

の
入
り
口
で
の
現
地
説
明
会
に
は
、

‐２３
名
と

い
う
大
勢
の
方

の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
発
掘
作
業
風
景
も
含
め
て
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（巻
頭
写
真
参
照
）

２
月
３
日

（日
）
に
港
区
立
赤
坂
区
民

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
川
鳥
雅
人
主
任

調
査
研
究
員
が
府
中
市
武
蔵
国
分
寺
関
連

遺
跡
を
、
飯
塚
武
司
副
主
任
調
査
研
究
員

が
新
宿
区
市
谷
本
村
町
遺
跡
の
調
査
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
広
報
普
及
事
業

に
つ
い
て
の
成
果
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
ホ
ー
ル
で
の
企
画
展
は
、
「縄
文

の
む
ら
―
土
器
と
く
ら
し
―
」
を
テ
ー
マ

に
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
の
発
掘
調
査

の
成
果
の
う
ち
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落

を
選
び
八
王
子
市
堀
之
内
陀
７２
遺
跡
で
総

数
２７４
軒
の
住
居
跡
や
、
稲
城

・
多
摩

。
町

田
市
で
調
査
さ
れ
た
約
５０
軒
前
後
の
住
居

跡
を
も

つ
遺
跡
を
展
示
し
ま
し
た
。

文
化
財
講
演
会
は
、
年
六
回
水
曜
日
と

土
曜
日
に
行
い
、
参
加
者
は
、
都
内
全
域

は
も
と
よ
り
、
近
県
の
神
奈
川

・
埼
玉

・

千
葉
県
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。

行
事
関
係
で
は
、
「
土
器
の
野
焼
き
」

や

「映
画
鑑
賞
会
」
、
「と
う
き
ょ
う
親
子

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
土
器
作

り
を
加
え
年
三
回
、
ま
た

「縄
文
土
器
作

り
教
室
」
を
３
日
間
で
行
い
親
子
で
土
器

作
り
の
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

「現
地
説
明
会
」
は
、
秋
葉
原
に
あ
る

「外
神
田
四
丁
目
遺
跡
」
で
江
戸
の
町
並

み
調
査
を
公
開
し
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
縄
文
時
代
中
期

の
陀
５２０
遺
跡
で
稲
城

市
若
葉
台
小
学
校
全
校
生
徒

の
見
学
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
都
内

全
域
で
の
発
掘
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
都

民
の
方
々
に
調
査
内
容
の
公
開
や
、
縄
文

土
器
作
り
の
体
験
な
ど
を
行
い
、
文
化
財

の
普
及
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
月
以
降
、
新
規
の
分
室
で
す
。

お
茶
の
水
分
室
　
　
千
葉
基
次
係
長
、

竹
尾
　
進

たまのよこやま 54

遺跡から小学校を望むと…

平成 14年度の広報普及事業につしヽて

１
月
に
行
わ
れ
た
広
報
委
員
会

で
・４
年
度
の
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

文
化
財
講
演
会
は
、
年
六
回
で

第

一
回
は
７
月
１３
日

（土
）
で
す
。

映
画
鑑
賞
会
は
、
年
二
回
で
、

午
前
は
小
学
生
、
午
後
は

一
般
の

方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
第

一
回

は
６
月
２０
日

（土
）
で
す
。

と
う
き
ょ
う
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
ベ
ー
ン
は
、
土
器
作
り
教
室
を

加
え
て
年
三
回
行
い
ま
す
。

春
の
土
器
の
野
焼
き
は
、
５
月

１１
日

（土
）、
縄
文
土
器
作
り
教

室
は
、
８
月
に
行
い
ま
す
。

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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